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傍ら、よ手τしょ弓
一小川保育所でパタパタ茶会一

祖父母や父兄を招いて、 ±t!H戒に伝わる文化に親しんで
もらおうと11月178、小川保育所でパタパタ茶会が聞か
れました。
このお茶会は毎年行われている恒例の行事。最初に与

供たちが遊戯をした後、さっそく五郎ハ茶わんと茶せん
を使ってバタパタ茶をたてました。
さすが本場の号｛共たちとあって慣れた手つきで、見事

なお手前を搬露していました。
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平成9年度の決算がまとまりました。

町政は皆さんからの税金や固からの

地方交付税等を財源として運曽され

ています。今月号では一般会計を申

ID＼に、町の決算をお知らせします。

圃＠

町税の負担状況（町民1人当り）

81億4,880万円歳入e診e診

諸収入
6億6,421万円
(8.2%} 

分担金及び負1§金
2億1,848万円
(2.7%) 

使用料＆ぴ手数料ほか
4億1,954万円
(5.1%} 

地方議与税ほか
2億5,446方向
(3.1%) 

76億1,538万円歳出
2,725万円
2,248万円
2,421万円

2億9,660万円

8,815万円
4, 158万円

4億2,297万円
3,421万円

1億6,121万円
1,956万円
4,833方円

一平成9年度の主な事業一

民生費
身体障害者更生援護施設措置事業
ホームヘルパ一派遣事業
デイサービスセンタ一運営費
老人ホーム入所措置事業

総務費
境宮崎海岸周辺整備事業
0 A化推進事業費

農林水産業費
山村振興等農林漁業特別対策事業
震村墓盤総合整備事業
林業振興対策費

教育費
統合小学校整備事業
芸術 ・文化振興事業

【
歳
入
（
収
入
）
】

決
算
と
は
、
町
の
家
計

周
到

訟

を

ま
と
め
た
も
の
。
成
入

f
t
，
は
年
間
の
収
入
、
蔵
出
は

支
出
の
こ
と
で
、
基
本
的
に
は
家
の

家
計
簿
と
変
わ
ら
な
い
ん
だ
。

－
）
＼
ノ
そ
う
す
る
と
、
こ
の
決

闘

い
ぬ
計

算
を
見
れ
ば
、
町
の
お
金

i
1
4
の
舵
い
方
が
わ
か
る
わ
け

ね
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
私
た
ち
の
税

金
な
ん
だ
か
ら
、
使
わ
れ
方
も
知
る

必
要
が
あ
る
わ
ね
。

そ
う
だ
ね
。
と
こ
ろ
で
、

周
斗
一
町
の
家
計
簿
は
3
つ
に
分

4
r〈
，

類
さ
れ
る
ん
だ
。
町
の
基

本
的
な
行
政
述
営
に
使
わ
れ
る

一
般

会
計
と
、
下
水
道
事
業
な
ど
特
定
の

目
的
に
使
わ
れ
る
特
別
会
計
、
あ
さ

ひ
総
合
病
院
の
運
営
に
使
わ
れ
る
企

業
会
計
に
分
か
れ
て
い
る
ん
だ
。
そ

れ
で
は
ま
ず
、

一
般
会
計
に
つ
い
て

見
て
み
よ
う
。
平
成
9
年
度
の
－
般

会
計
の
成
人
額
は
別
億
4
，

8
8

0
万
円
。
町
民
l
人
当
り
に
す
る
と
、

お
よ
そ
灯
万
7
，

0
0
0
円
の
お

金
が
町
に
入
っ

た
こ
と
に
な
る
ん

だ
。
上
の
歳
入
の
グ
ラ
フ
が
各
項
闘

と
そ
の
金
額
を
表
し
た
も
の
だ
よ
。

・
コ
分
〆
こ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、

副

下

町

町
に
人
っ
て
く
る
お
金
に

｛
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
ね
。

【
歳
出
（
支
出
）
】

かを ・圃・h
し見 J；~－.

ミ2（守轟
どとく Y . 
J... えか；
石上ぱに
F の支歳
E歳出出
が出のね
わのこ 。
かグと家
るラだ計
の フ け で

民
生
賀
、
総
務
費
、
教
宵

認
U
8
T
賀
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
頃
問

at＼
／
に
分
け
ら
れ
て
い
る
ね
。

こ
れ
は
使
っ
た
お
金
を
目
的
ご
と
に

分
瀕
し
た
も
の
な
ん
だ
。
平
成

9
年

度
は
全
体
で
花
億
l
，5
3
8万
円
。

町
民
1
人
当
り
に
す
る
と
、
お
よ
そ

叫
万

6
，O
O
O
Hを
使
っ
た
こ
と

に
な
る
ん
だ
。

i
l＼
／
そ
れ
じ
ゃ
、
具
体
的
に

闘

い

β
ど
ん
な
こ
と
に
お
金
を
使

4
1
4
っ
た
の
つ

6,753万円
6,140万円
4,423万円

5,470万円
4,000万円
6,098万円

83万円

衛生費
老人等医療助成事業
塵芥処理費
健康増進対策事業

土木費
地方特定道路整備事業

土地区画整理事業
清掃センタ一周辺整備事業

商工費
公共パス運行モデル事業

・ョ・

と
こ
ろ
で
、
こ
の
グ
ラ
フ
に
あ
る
自

主
財
源
や
依
存
財
源
は
、
ど
う
い
う

態
昧
な
の
つ

・8ノ＼
向
セ
財
源
と
は
問
税
の

い
也
記
よ
う
に
町
が
独
向
で
調
達

で
き
る
お
金
の
こ
と
。
自

主
財
源
の
中
で
最
も
大
き
い
の
が
町

税
で
、
全
休
の
M
A

・
O
討
を
占
め
て

い
る
ね
。
町
民
1
人
当
り
の
町
税
負

担
は
よ
の
表
の
と
お
り
。
そ
の
ほ
か

に
町
営
住
宅
の
使
用
料
や
保
有
料
な

ど
の
分
担
金
・
負
担
余
が
あ
る
ん
だ
。

t
iう
と
い
う
こ
と
は
、
依
存

圃
正
心
t
財
源
と
は
向
ぷ
財
源
で
不

I

1

4
足
す
る
分
を
国
や
県
が
交

付
す
る
お
余
の
こ
と
の
よ
う
ね
。

・4（
そ
の
と
お
り
。
こ
の
依

岡
斗
十
存
財
鯨
の
中
で
最
も
ま

い
の
が
地
方
交
付
税
で
、

全
体
の

M
・
O
いれ
を
占
め
て
い
る
ん

だ
。
こ
れ
は
、
国
が
国
税
と
し
て
集
め

た
お
金
を
町
の
財
政
状
況
に
応
じ
て

配
分
す
る
も
の
な
ん
だ
。
そ
の
ほ
か

国

・
県
支
川
金
は
闘
や
県
か
ら
の
事

業
に
対
す
る
補
助
金
。
町
債
は
町
が

大
き
な
事
業
を
す
る
と
き
に
内
容
に

応
じ
て
固
な
ど
か
ら
借
り
る
お
金
の

こ
と
。
我
が
家
で
い
え
ば
車
や
家
の

ロ
i
ン
の
よ
う
な
も
の
と
言
え
る
ね
。

I
1
t
y

我
が
家
の
家
計
と
向
じ

圃
t
bI
で
、
蔵
入
は
山
主
財
源
が

i

1

4
多
い
方
が
良
い
の
ね
。

－R
？
ノ
＼
民
侠
費
は
福
祉
関
係
に

幹

器

使
わ
れ
る
お
金
の
こ
と

で
、
蹴
出
の
比
・

7
れ
を

占
め
て
い
る
ね
。
平
成
9
年
度
は
幼

児
医
療
費
の
助
成
を
2
歳
児
未
満
か

ら
3
歳
児
米
満
ま
で
拡
大
し
た
り
、

必
い
す
の
ま
ま
同
乗
で
き
る
介
護
用

臼
動
車
を
購
入
し
た
り
し
た
ん
だ

よ
。
教
育
費
で
は
、
山
崎
と
大
家
庄

小
学
校
を
統
合
し
、
平
成
川
年
4
月

に
開
校
す
る
あ
さ
ひ
野
小
学
校
の
建

設
を
進
め
て
い
る
ん
だ
。
農
林
押
水
必

業
費
で
は
、
山
崩
小
学
校
跡
地
に
計

者
等
創
作
市
動
施
設
を
建
設
し
た

り
、
ヒ
ス
イ
海
岸

一
時
の
鞍
備
を
推

進
し
た
り
し
て
い
る
ん
だ
。
商
工
費

で
は
ス
ク
ー
ル
パ

ス
の
空
き
時
間
を

活
用
し
て
、
公
共
パ
ス
の
運
行
を
南

保
地
区
で
実
施
し
た
ん
だ
よ
。
そ
の

ほ
か
、
完
上
の
表
で
は
、
平
成
9
年
度

の
主
な
事
業
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
ね
。

‘
，
『
・

な
る
ほ
ど
。
町
が
行
う

間

七

事

業
に
は
い
ろ
ん
な
種
類

（
が
あ
る
の
ね
。

そ
う
だ
ね
。
町
で
は
、

ぷ一
第3
次
朝
日
町
総
合
計
阿

a
f〉
に
基
づ
い
て

『盟
か
な
向

然
と
文
化
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

”
あ
さ
ひ
“
』
の
実
現
を
目
指
し
て
、

各
市
業
を
推
進
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

そ
れ
で
は
次
に
特
別
会
計
と
企
業
会

計
を
見
て
み
よ
う
。

・司・



一般会計のほかに、特別会計と企業会計というものがあるけれど、これ

もみんな町のお金なんだ。ただそれぞれ特定の目的に使われるため、財

布を別々にした方が、わかりやすいということなんだよ。

どの会なるほど。町には8つの特別会計と1つの企業会計があるのね。

計も私たちの暮らしを麦えるために役立っているのね。

」己 平 成 10 年 度

中 調 財 政 状 3兄

下水道特別会計
歳入 1億163万円

差引 826万円

生活環境の向上と河川の汚濁防止を目的に下水道を

整備するための会計です。

・主な収入は町債と国庫補助金及び一般会計からの繰入

金です。主な支出は下水道事業の調査や設計費です。

公共用地先行取得等事業特別会計
歳入 1億6,086万円

差引 563万円

町が各種事業を進めるにあたり、用地を取得するた

歳出 1億5,523万円

めの会計です。

．主な収入は町債です。9年度は下水道終末処理場

用地取得のための費用が大部分を占めています。

歳入 21億9,919万円

差引 1,204万円

70歳以上のお年寄りなどの医療費をまかなう会計です。

・主な収入は、支払墨金交付金と国や県、町の負担

金で、支出の大部分は医療費です。

老人保健医療事業特別会計
歳出 21億8,715万円

南保外二地区用水特別会計
歳入 568万円

差引 215万円

南保、五箇庄、泊地区への幹線用水路の維持管理の

ための会計です。

・主な収入は一般会計からの繰入金で、主な支出は

用水の維持管理費です。

特別 会計
歳 入 歳 出

予算額 収入済額 収入率 予算額 支出済額 支 出率

国 保 .0. 計 10億8,192万円 41惹7,941方円 44.3% 10億8,192万円 4｛惹6,331方円 42.8% z:;: 

老人保健医療会計 23｛：意4,675万円 91意 394方円 38.5% 23｛.意4,675万円 9｛意7,425万円 41.5% 

るii?夕、 療 所 ~ 計 6,860方円 2,955万円 43.1% 6,860万円 2.816万円 41.0% 

簡 易 水 道 -C>拘 言十 4, 156方円 1,314万円 31.6% 4,156万円 1,581万円 38.0% 2玄

下 水 道 ..c量、 計 8億3.811万円 7,290万円 8.7% 8億3,811万円 6, 190万円 7.4% ヱミ

用 地 取 4事 会計 4.590万円 4,551万円 99.2% 4.590万円 4,551万円 99.2% 

用 水 .0. 計 644万円 420万円 65.2% 644万円 58万円 9.0% Zエ

奨 ゐチ同 資 金 ...c与 計 39万円 7万円 17.9% 39万円 10万円 25.6% :z:;;: 

条
例
に
よ
り
、
町
の
財
政
状
況
を
1
年
に
2
回
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ゐフ
月
号
で
は
、

平
成

ω年
9
月
初
日
現
在
に
お
け
る
平
成
叩
年
度
予
算
の
執
行
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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教育資I1'9億8,002万tf1l(30.9%〕22億5,ClOO方向 ｛80.g%)I地方交付税

土木質I13ig1 ,211万円 （10.2%)18億6.011万円｛!ii4.0%)1111J税

9,337万円歳出

国民健康保険特別会計
歳入 11億5,513万円

差引 1億2,545万円

自営業の人などの医療費を給付する会計です。

．主な収入は、保険税と国庫支出金で、主な支出は

医療費と老人保健への拠出金です。

歳出 10億2,968万円

民生~111鐙5.1.96万円（4:6.1%)

総務費I10億7,437万円1(43.3%)

公債費lg億3,809万円 （47.0%)

衛生費｜ ？億7,326.万円 （37.6%)

12億7,850万円 (0.0%)I町債

支

入

金

闘

訓

縦

週
四
日

一

旦
～
ι

J日

笠

艇

M

J
一

：

億

億
一

2億747方向 （43.t%lI分担金負担金｜｜農林水蝕費｜ 暗 $.88万円 （26.8%

＠
蹴

10億5.406万円（14.5%)

干
人
一
範
引

語
胤
一
岡
村
山

（
薗 （グラフの数値1正予算額とそれに対する執行率（%）を表しています｝

歳出 353万円

診療所特別会計
歳入 7,521万円

差引に219万円

笹川 ・宮崎 ・境・山崎の各診療所の運営のための会

計です0

・主な収入は診療収入で、主な支出は医薬品代と医

師への報酬です。

6,302万円歳出

加藤奨学資金特別会計
歳入 38万円

差引 O万円

子供たちのより良い教育環境を願って寄付された墓

金を奨学金として活用するための会計です。

・収入は墓金の利息で、支出は奨学金です。

歳出 38万円

簡易水道特別会計
歳入 5,008万円

差引 533万円

水道施設の工事や維持管理のための会計です。

．主な収入は、私たちが支払った水道料金です。 主

な支出は安全で衛生的な飲み水を作るための費用

です。

4,475万円歳出歳 出

予算額 ｜支出済額 i支出率

26億2,093万円 J11億9,427万円｜ 45.6% 

1億7,635万円｜ 4,472万円｜ 25.4% 

入

収入斎宮下 収入 率

13億8,551万円｜ 52.9% 

3,300万円｜ 22.5% 

歳

予算額

26億2.093万円

1億4,678万円

支
一支

）－ 

i
T
D陀

一

圭
回
相
抗

一nλ
一nvA

病
－H
E
H

4
2
4
口一

一

総
一
的
一
的

業
ひ
一
一

企
抗
一益
一本

，，‘、、
－収

資

1,493万円差引25憶6,724万円

2億5,765万円

企業会計（あさひ総合病院）
歳出

歳出

・回目

ム6,471万円

あさひ総合病院の経営のための会計です。

．収入の大部分は受診して支払われる医療費と一般会計からの繰入金です。支出は医薬品代と医師等への人

件費及び医療機器などの整備費です。

収益的収支歳入 25億8,217方円

資本的収支歳入 1億9,294万円 差引

区 分 金 客員 構成比 区 分 金 富買 構成比
般 .0. 計 64億4,425方円 85.5% 臨時財政特例債等 6億4,847万円 8.6% z:;: 

総 務 ｛貢 4億 415万円 5.4% その他事業債 4,523万円 0.6% 

社会福祉 債 4,613万円 0.6% その他会計 10億9,575万円 14.5% 
保 青所 信 5,555万円 0.7% 山崎診 療 所 1,028万円 0.2% 
農林水産業債 61意 499万円 8.0% 簡 易 水 道 7,010万円 0.9% 
土 木 f責 91.患7,373万円 12.9% 下 水 道 9,940万円 1.3% 
公 富 住宅債 31意9,909万円 5.3% 用 地 取得 1億1,549万円 1.5% 
j向 防 ｛責 906万円 0.1% あさひ総合病院 8億 48万円 10.6% 
教 膏 債 31億7,064万円 42.1% 

.6‘ 計 75｛意4,000万円100.0% 災 害 復旧債 8,721万円 1.2% Zコ

町債の状況 （目的別）町有財産の状況

22 20 18 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

司
I 

土地 649,203ni

建 物 88,302所

有価鉦努 2億6,920万円

出 資 金 2億3,862万円

墨金積立金 48億1,674方円

.. 



ふ益

朝ザ
熱多
しミ 長－
慣 d

，~~ 

る

関
西
朝
日
会
設
立
総
会

しミ

． 
懇
親
の
集
い

関
西
在
住
の
朝
日
町
出
身
者
と
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の
集
ま

り
「
関
西
朝
日
会
」
が
発
足
し
、
十

一
月
一
日
、
大
阪
市
港

区
の
ホ
テ
ル
シ

l
ガ
ル
て
ん
ぽ

l
ざ
ん
大
阪
で
、
設
立
総
会

と
懇
親
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

朝
日
町
が
一
昨
年
に
「
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
大
阪
」
に
出
店
し

た
の
を
機
に
、
ふ
る
さ
と
と
の
交
流
を
図
ろ
う
と
、
泊
出
身
の

菊
地
克
信
さ
ん
を
中
心
に
設
立
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

総
会
に
は
予
想
を
上
回
る
百
人
が
出
席
。
泊
出
身
の
愛
場

隆
彬
さ
ん
を
司
会
に
議
事
が
進
め
ら
れ
、

準
備
経
過
の
報
告

に
続
き
、
会
則
と
役
員
選
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
就
任
し
た
菊
地
克
信
さ
ん
は
「
ふ
る
さ
と
を
思
う

皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
、
今
日
の
設
立
と
な
り
ま
し
た
。
会
員

一
人
ひ
と
り
の
心
を
支
え
に
関
西
朝
日
会
と
ふ
る
さ
と
朝
日

町
の
発
展
に
尽
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
っ
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
の
集
い
で
は
、
金
糸
う
り
や
ミ

ョ
ウ
ガ
の
み
そ
漬
、
地
酒
な
ど
町
の
特
産
品
が
並
び
、
ふ
る
さ

と
の
昧
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
交
流
を
深
め
、

設
立
を
祝
い

キ品
I
u
h

～。

台

t
さ

J
ぬ
夜f

令 久しぶりの再会、話に花が咲きました

・回圃

占..－／

h
p
役
員
の
皆
さ
ん

［荷量論議 立総会・懇観の集い｜

・圏・
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しつ
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叡がま忠告
大家庄ヨ

火
山
泌
熊
山

川
附
鵬
刷
会
会
長

蓬
津

正

二
さ
ん

（
辻
特
崎
町
州
政
）

向
篤

・朝
日
岳
周
辺
の
自
然
保
護
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
大
蓮
華
山
保
勝
会

lu 
a吋

A
V
 

/1/o I 

鍋
谷
哲
也
くん

舟
川
新
の
鍋
谷
義
継

・
晴
子

さ
ん
夫
妻
の
長
男

（
平
成
8
年
7
月
幻
日
生
）

漬：
容さ幕 田 だ

き会宮 佳命
号努自 那な
角長義 i 九

女、冶’20 
日 絡ん
生子

ガ教室

ク7

が
じ

l
問
年
を
迎
え
、
十

一
M
一
一川
に
記

念
式
典
を
開
催
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
記
念

誌
「
刊
年
の
あ
ゆ
み
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

「r
A
十
年
誌
で
、
創
立
か
ら
の
歴
史
を

ま
と
め
て
い
る
た
め
、

A
r
M
の
記
念
誌
で

は
附
和
問
十
七
年
か
ら
発
刊
し
て
い
る
会

誌
を
復
刻
。
欄
外
に
は
コ
ラ
ム
を
焼
り
込

み
ま
し
た
」
と
話
す
会
長
の
蓬
博
正
こ
さ

ん
。
記
念
判
は
A
4
版、

二
両
十
八
汁
で、

老
ボ
に
は
、
会
け
は
に
よ
る
附
談
会
も
出
附
制

さ
れ
て
い
ま
す
。

大
蓮
華
山
保
勝
会
は
昭
和
三
年
に
設

立
。
白
馬

・
朝
日
係
な
ど
の
山
々
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
そ
の
京
制
を
守
っ
て
き
ま

し
た
。
会
民
は
地
冗
の
山
崎
を
中
心
に
九

十
三
人
。
中
に
は
親
子
や
夫
い
怖
で
会
員
と

な
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

「
会
員

一
人
ひ
と
り
が
山
を
合
め
た
自

然
が
好
き
だ
か
ら
、
こ
こ
ま
で
続
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
」
と
遜
樺
さ
ん
。
登
山
迫

の
整
備
や
朝
日
小
屋
の
建
設
を
は
じ
め
、

最
近
で
は
イ
ワ
ナ
の
稚
魚
の
放
流
、

高
山

舶
物
保
護
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
自
然
教
室
な
ど
活
動
の
喝
を
広

げ
て
い
ま
す
。

「
会
の
名
称
に
も
な
っ
て
い
る
保
勝
は

『名
勝

・
景
勝
地
を
保
つ
』
と
い
う
意
味
。

今
後
む
ふ
る
さ
と
の
山
や
向
然
を
守
る
と

い
う
姿
勢
を
大
切
に
し
て
、

二
十

一
世
紀

の
次
世
代
に
、
こ
の
紫
哨
ら
し
い
財
産
を

残
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
力
強
く
語

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

・回・

か
な
う
と
い
い
な
あ

坂
東
雄
史
く
ん
（
桜
町
）

バ
筒
山
小
学
校
六
年

僕
は、

将
米
医
者
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
僕
が
病
院
に

行
っ
た
と
き
、
待
合
家
に
た
く
さ
ん

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
診
察
に
米
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

僕
は
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
病
気

を
で
き
る
だ
け

A

多
く
治
し
て
、

Yト
M
’y

z
jip〆一

υ
引
い
ん
で
も
ら
い

＼

ぶ

た

い

と

思

い

ま

A
札一
二
す
。

松
下
香
織
さ
ん
（
東
下
町
）

さ
み
さ
と
小
学
校
六
年

私
の
夢
は
、
動
物
病
院
の
先
生
か

保
育
所
の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。

理
由
は
、
動
物
や
子
供
が
大
好
き
だ

か
ら
で
す
。

今
は
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い

る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、

一
日
中
、

動
物
や
了
供
た

E
V

ち
と
一
緒
に
い

け
れ
た
ら
楽
し
い

戸
と
思
い
ま
す
。

句
夢
が
か
な
う
と

い
い
で
す
。

（
小
更
）

出
保
小
山
f
校
六
年

私
の
将
米
の
拶
は
、
ま
ん
が
山
み
に

な
る
こ
と
で
す
。
ど
う
し
て
な
り
た

い
か
と
い
う
と
、
私
は
絵
を
揃
く
の

が
好
き
だ
し
、
ま
ん
が
を
読
む
の
も

好
き
だ
か
ら
で
す
。

も
し
、
ま
ん
が
家
に
な
っ
た
ら
、

お
も
し
ろ
く
て

一
番
人
気
の
あ

る
ま
ん
が
を
姉

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

中
嶋
陽
子
さ
ん

森
田
一
樹
く
ん
（
三
枚
橋
）

大
家
出
小
学
校
六
年

僕
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
を
向
指
し
て
い
ま
す
。
理
由
は
、

う
ち
の
お
父
さ
ん
が
パ
ソ
コ
ン
を
買

っ
て
、
そ
れ
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た

ら
と
て
も
役
に
立
っ
た
か
ら
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
も
っ
と
使
い
、
役
に

立
て
た
い
と
思

‘
 ．．
 E
’’j

y

っ
た
の
で
、
コ

・・
？

γ
J

U

ン
ピ
ュ

l
タ
l

a闘

い

一
じ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

d
’
ー
、

に
な
り
た
い
で

す
。

健康とふれあい
私たち大家圧ヨーガ教室は今年で13年目になりました。

身近におられなく、やっと稲場先生に出会い始めることが

と、みんな感謝しています。

一上E I 
I I 1 

・・・4

司、＼ 叫V 1 史 司~，＇：＇

山
を
守
り
続
け
て
七
十
年

教室は毎月の第2・4木曜日に大家庄公民館で、午後7時

30分から9時まて・行っています。ヨーガは深い呼販が心身

をしようと思ったからてeす。しかし、指導して頂く先生も

できました。先生のおかげで13年間も続けてこられたのだ

ヨーガを始めたきっかけは、仲間たちと何か体に良いこと

に関わっています。 自律神経あるいは身体の内側から健康

になリます。リラックスは身体全体の筋肉の力を扱くこと

ヨーガは年

です。今後も先生とともに健康とふれあいの場として長く

現在、仲間は13名です。みんな閉るくて素敵な人ばかり

によって心と体の緊張を取り除きます。また、

齢に関係なく、自分のペースでやれます。

新下峨
一

ん

病

h
c

d
口

子
明

沙

問

美
（

金森

続けたいと思っています。

皆さんも一緒にヨーガをしてみませんか。新しい仲間を

大歓迎します。

昨
年
四
月
か
ら
看
護
婦
と
し
て
、

あ
さ
ひ
総
合
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
四
階
で
内
科
を
担
当。

患
者
さ
ん
か
ら
の

「あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
が
う
れ
し
く
、
忙
し
く
も
充

実
し
た
鋳
円
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ

一
人
前
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

笑

顔
を
絶
や
さ
ず
、
患
者
さ
ん
の
気
持

ち
に
な
っ
て
看
護
に
あ
た
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
旅
行
、
特
に
温
泉
が
大
好

き
で
、

今
年
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。

休
み
の
日
が
友
人
と
な
か
な
か
合
わ

な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
や
ド
ラ
イ
ブ
に
山
掛
け
た

り
し
て
い
ま
す
。

結
婚
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
実
感
が

泊
か
な
い
の
で
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
理
想
の
タ
イ
プ
は
自
分

が
好
き
に
な
っ
た
人
で
す
。

一
広
報
係
で
は
「
ふ
れ
憂

一
こ
う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー

．
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ

…
ル
l
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
「
出
て
み
た
い
」「
出
し
て

一
あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

－
ぱ
、
広
報
係
（
宮
役
場
内
線

一

2
1
2）
へ
ご
一
報
を
。

ーー・・・・・ーーーーーーー網”・・ーーーーー・・・・ーーーー『」-





早
稲
の
香
俳
句
会

ー
俊
秀
作
品
を
堂
に
展
示
｜

ω月
引
日
か
ら
刊
周

3
日
ま
で

の
4
日
間
、「
早
稲
の
香
俳
句
会
」
の

優
秀
作
品
2
2
2点
が
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー

ル
第
一
研
修
室
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

朝
日
町
に
は
、
俳
聖
松
尾
芭
蕉
が

「
奥
の
細
道
」
の
旅
の
折
、
越
中
で
詠

ん
だ
「
早
稲
の
雷
や
分
け
入
る
右
は

有
磯
海
」
の
句
碑
が
あ
り
、
俳
句
の

愛
好
者
も
多
く
、
今
回
の
俳
句
会
を

実
施
。
小
中
学
生
を
含
む
7
0
4人

か
ら
2

．27
4
句
の
投
句
が
あ
り
、

一
般
の
部
、
小
学
生
の
部
、
中
学
生

の
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

9
句
（重
複
旬

あ
り
）が
特
選
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

叩
月
引
白
か
ら
け
同

3
日
ま
で

の
4
日
間
、
第
内
田
朝
日
町
美
術
展

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
l
ル
「
ア
ゼ
リ

ア
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

美
術
展
に
は
、
絵
画
や
語
、
彫

刻

・
工
芸
、
写
真
の
各
部
門
に
1
1

0
点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
、
会
期
中

に
は
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
鑑
賞

に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

｛
審
査
員
講
評
｝

〈絵
画
〉
炎
現
す
る
こ
と
が
、
こ
ん

な
に
楽
し
い
も
の
か
と

nを
は
は
9

り

さ
れ
た
。
ど
の
作
品
も
イ
メ
ー
ジ
叩

か
に
川
河
川
ら
れ
新
野
さ
に
あ
ふ
れ
で
い

る
。

（
沢
剖
昭
英
）

〈書〉

今
同
の
出
品
数
は
昨
年
よ
り

や
や
少
な
か
っ
た
。
出
品
内
科
は
多

彩
で
師
匠
の
見
な
る
応
必
符
が
、
そ

の
特
椛
を
訴
か
し
変
化
に
山
ん
だ
川

医療の現場から
あ

中t£
Mむ 玄
'r'J勺宗

務

暁；思
｜玄’

長

・回国圃．

一
般

の

部

特

選

秋
桜
色
と
り
ど
り
の
風
摘
む乎

野
資
美

冷
却
鳴

q
や
8
4
花
が
拍
借
れ
る
北
陸
路

山
手
勝
率

秋
晴
や
台
余
垢
の
台
な
お
白
く

金
森
は
る
い

鮎
跳
ね
る
川
辺
に
立
ち
て
タ
明
か
り

谷
口
浩
之

え
人
の
一
杯
み
1
近
辺
の
浮
稔
か
な

岸
本
正
え

天
骨
肉

l
門
中
山
を
杭
・
つ
太
神
楽

金
泳
は
る
い

オ
す
の
や
り
と
り
は
ず
む
双
の
宿

本
向
す
ゑ

わ
せ
の
券
や
学
に
た
ー
か
む
る
稔
の

大
森
と
す

お
も
さ

小
学
生
の
部
特
選

く
り
の
み
が

l
ろ
い
ご
は
ん
に
き
れ

い

だ

ね

広

田

泉

美

秋
空
に
ひ
び
き
わ
た
る
よ
・
応
援
歌

竹
内
靖
智

え
よ
げ
る
乞
え
の
よ
・7
な
紅
葉
だ

水
貯
掬
太

お
に
ヤ
ン
マ
は
ね
が
あ
る
か
ら
う
れ

清
水
彩
脊

ー
そ
う

る
い
作
品
が
多
か
っ
た
。
雰
凶
%
の

あ
る
作
品
、
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
の

作
品
、
そ
れ
ぞ
れ
に
謄
か
れ
た
雫
力

を
見
せ
て
い
た
。
た
だ
漢
字
に
お
い

て
は
誤
字
が
あ
っ
た
り
、
近
代
詩
文

川
で
は
、
か
な
の
培
礎
が
で
き
て
い

な
い
作
品
が
あ
っ
た
の
は
妓
念
だ
っ

た
。

｛
水
山
政
糊
）

〈彫
刻
・
工
芸
〉
例
作
に
な
く
川
町
川

点
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
心
山
し

く
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
上
位
貨
の

な
か
に
は
刷
ぷ
み
ら
れ
な
か
っ
た
ぷ

材
を
他
っ
て
作
川
に
ま
と
め
あ
げ
ら

れ
て
い
る
削
’
川
が
刷
れ
た
の
が
せ
め

て
も
の
収
純
で
あ
っ
た
。（
殿
村
山
方
議
）

〈
写
真
〉

出
品
数
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ

に
モ
チ
ー
フ
を
生
か
し
て
加
影
さ
れ

て
お
り
、
決
し
く
併
任
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
た
だ
人
訂
作
品
と
そ
れ
以

コ
ス
毛
ス
の
あ
か
l
ろ
ピ
ン
ク
さ
さ

み

だ

れ

問

中

尉

官

移

た
ん
ぽ
ぽ
の
わ
た
げ
は
、
』
び
と
の
パ

ラ

シ

ュ

ー

ト

谷

口

勇

人

ひ
ま
わ
り
が
ぽ
く
よ
り
た
か
く
さ

い

て

い

る

注

ロ

裕

也

ゑ
が
来

τ十
六
人
の
お
友
達氷

ロ
和
樹

中
学
生
の
部

特

選

瓦
に
な
リ
空
い

っ
ぱ
い
に
介
え
の
ぐ

介
柳
条
津
美

竹
や
ぶ
に
一

つ
縛
く
ふ
さ
の
と
う

大
村
規
子

波
の
花
・
生
み
で
た
え
は
あ
れ
る
海

L

吉
田
永
住

タ
や
け
が
だ
ん
だ
ん
ヰ
く
お
ち
て
い

く

竹

内

浄

兵

夜
が
ふ
け

τさ
み
l
げ
に
な
く
よ
お

ろ

ぎ

や

岩

井

朱

正

式

参
が
来
て
ま
た
急
が
来
て
ゑ
が
・
永
た

高
松
晴
樹

有
機
海
l
ず
か
な
波
に
雪
が
降
る

戸
坂
和
甘
酢
エ

ム
同
日
葵
の
の
ぴ
ゆ
く
え
は
会
円
広
〈

注
間

愛

今
夜
だ
け
橋
を
か
け
よ
う
え
の
川

ふ
同
団
川
（
寸

外
の
作
品
に
ぷ
現
刀
法
と
熱
立
に
少

し
足
が
あ
る
よ
う
に
出
う
。

（
氷
川
利
附
）

な
お
、
町
民
六
日
に
聞
い
た
の
は

次
の
万
々
で
す
。

O
絵
画
の
部

O
書
の
部

O
彫
刻
・
工
芸
の
部

O
写
真
の
部

阿
Jl.~ i阿 小村
川 jド津冨
j瓜珠正志
久’I＝.チチ

／’ 

•＇＂＇~ 
ピロリ菌って何た、？
Iピ、ピロリ菌って胃の中にお

る菌のことやろi

｛よくご存じでJ
Iこないだ、胃 十二指腸議議

の原因やってテレビで言うとっ

たわj

fすべての原因じゃないんです

けどね。 j貴窮持ちの若い人は、

一度菌をたたく治療をしたらい

いです。再発が減って良くなり

ますよj

I胃ガンと関係あるがけ？J
Iたばこと肺ガンと同じくらい

の関係だとWHOも言ってます

けど、はっきりしませんJ
Iわしにも菌おらんか心配やな

あ。 人から移らんがけ？J

r5o歳になれば2人に1人はピ 新
川
地
区
中
学
枝
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
1

年
生
大
会

（
%
川
浦
市
）

ル
以
下

l
似
片
制
点
紀
・
ぃ
日
本
絵
理
組

あ
さ
ひ
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
ゲ
l
ト
ポ

ー
ル
大
会

（%

多
目
的
広
場
）

－
位
円
附
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2
位
泊

一
区

3
位

宮
崎
B

協
会
長
杯
ピ
ー
チ
ポ
ー
ル
大
会
（%

1χ
サ
ン
リ
l
ナ）

マ
出

f
v
A
ク
ラ
ス
l
純
一
目
的

B
8

C
－

H

2
位
N
W
O
V
B
ク
ラ
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l
似
山
崎
B
B
C
2
此
ア
ス
ト
ロ

V
C
ク
ラ
ス
l
位
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ビ

2
似
蝋

V
D
ク
ラ
ス
l
仰
い
い
ち
こ

2
似
イ
l
グ
ル

マ
友
子
V
A
ク
ラ
ス

1
位
V
E
N
U

S

2
似
山
崎
B
B
C
V
B
ク
ラ
ス

l
似
迎
必

2
似
一
日
附

8
8
c
v
c

ク
ラ
ス

l
仰
ス
マ
イ
ル

2
抗
的
木

川

V
D
ク
ラ
ス

i
似
火
山
郡
山
ス
マ
イ

ル

2
位
ト
ン
ボ

町
秋
季
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
（%－

多

目
的
広
場
｝

1
位
宮
崎

A

2
位
泊
二
M

A

3

位
下
野

入
善
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技

（犯

人
汗
町
）

山
ん
外
出
A
H
2
似
制
U

朝
日
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会
（以

テ

ニ
ス
コ
ー
ト
）

ツ
カ

l
部
A

ッ
ト
ボ
l
ル
A

2
位
制
U
中
パ
ス
ケ

3
位
朝
U
中
サ
ッ

カ
l
部
B

マ
タ
f
対
抗
の
部
l
似
朝

H
中
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

2
位
朝
日
中
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部

A

3
位
朝
日
中
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部

V
区
間
賞

マ
地
ば
一
対
抗
の
部

2

M
伊
脱
政
問

l
k林
山
唯

3
K江
端
M
F
r

雌

• Blf民夜間バレーボール大会

211制 19:30～ サンリーナ第l

1・Blf民ピーチボーJレ大会

6 EIOO 8:30～ サンリーナ第l

12月のスポーツ

マ
引
f
2仙
川
山
川
川
人
組

マ
ぷ

r
i似
川
被
和
代
制

附
倒
見

・L
L
野
wm先
制

国
民
体
育
大
会

（
勾

神
奈
川
県）

マ
陸
上
V
制
M
附
古
2
位
桝
川
糸
V

刷

M
6位
笹
川
泉

マ
柔
道
V
成
年
男
子
同
体
4
似
安
達

春
樹

県
ク
ラ
ブ
対
抗
駅
伝

（
火
黒
部
市
）

k
f
2位
制
ハ
R
S
C

県
高
校
秋
季
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

（火
平均小
川
町）

ω・
初
M
ダ
ブ
ル
ラ
ウ
ン
ド
2
位
児

h
礼
子

県
高
校
学
年
別
陸
上
大
会

（W
A
沼

山
市
）

マ
削山
ι
’V
A
脳
跳
l
年

l
位
鈴
木
必

也

2
U刊
山

マ
タ

F
V
制
M
2年
l
似
川
久
夫
λ
J

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

｛
パ
、
%

神
奈
川
山
）

。
陣
上
マ
別
子
V
三
段
跳

・
川
悦
党
お

2
位
今
井
帳
人

第
引
田
町
民
駅
伝
競
走
大
会
（
χ
町

民
駅
伝
コ

1
ス）

V
総
合
成
績

マ
地
区
対
抗
の
部
l
枕
大
家
同
体
協

2
似
山
附
体
協
A

3
位
市
川
怖

A マ ｛本
ク協
フ
ブ
対
抗
の
計I~

i1'f. 
•:!J J 
｜｜ 

サ

4
M柳
沢
山
A
kr

e区
森
田
猛

マ
ク
ラ
ブ
対
抗
の
部

一

2
．
肱
尾
山
純
彦

一

4
以
前
水
利
山

地

6
似
水
市
製

マ
女

f
対
抗
の
部

2
区
藤
由
史
子

4
M
m
行
井
拍
子

6
．似
怖
い
川
引

5
一
比
谷
口
将
彦

5 3 1 
｜メ lぎ区
品百 111 王
：！草川水
大龍治

I
M
鈴
木
制
己

3
似
占
市
川
ノ
寸

5
．M
L内
訳
悦

r

サンリーナ第2

・年IH杯ミニパスケッ トポーjレ大会

13日（LI) 9 :QO～ サンリーナ第I 

•:VJ 11 rl I 

• Plf民バレーボーJレ大会

6日佃） 8:30～ 

・lllT市球選手権

20「l(H) 9:00～ 

ロリ菌に感染しています。たい

ていは子供の時に口から入った

ものらしいので普通では移りま

せん。菌がいても何ともない人

がほとんどです。あんまり心配

すると本当に潰携になります

よj

I菌がおるか胃カメラ飲んで調

べるがけ？J

Iそうです。まだいろいろ制約

がありますが、潰療があって菌

がいれば、薬を2週間飲んでも

らっていますj

［わし胃が痛くなってきたわJ
fあなたのはいつもの神経性胃

炎ですJ

Ill・



来泳 ある受賞
おめでとう 斗ざいぎ守

中州

大
人
の
白
党
で

、

は
た
ち
の
忠

～ 

朝
日
町
成
人
者
名
簿

こ
の
名
簿
は
、
昭
和
日
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
M
年
4
月
1
日

ま
で
の
閤
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
叩
年
什
月
1
日
現
在、
朝
日
町

に
住
民
票
の
あ
る
人
を
載
せ
て
あ
リ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

州 大小江安背
久

内保川端達＊

., 
C秋め叙J勲藍綬褒電：宮教育功労者等表彰’県教育功労者等表事

理和

’｜常 I磁絵大

睦常連、

坂繭南長鈴菊

東茂茂崎木 地

大

修

一
郎泉里久子

み
ど
り

尚

コ百：
tニa

岡
田

三
郎
さ
ん

（
大
家
庄
・
制
緩

伊
東

憲
一
さ
ん

（
大
家
庄
・
百
歳
）

笹
川

泉
さ
ん

（
荒
川
4
丁
目
・
同
歳
｝

境（
6
名
）

****** 
島島ぬ 向 島 島

宮
崎
（9
名
）

米 ＊ 水 水 松 野 竹 小 大

谷森 i員ltl 谷砧島烏本

酋長敏上

高ラド 篠 篠 追西

山松

楠
美
子

智

勝
宏

美

智

子

思

米
香

織

問井 家野 手 間

田分岡閏島 上

秋
の
叙
勲
で
藍
綬
袈
涯
の
自
衛
隊

協
力
功
績
を
受
章
さ
れ
た
問
団
三
郎

さ
ん
は
、
初
年
に
わ
た
っ
て
、

自
衛

隊
員
の
募
集
や
退
役
隊
員
の
就
職
の

あ
っ
せ
ん
な
ど
に
尽
力
さ
れ
る
と
と

も
に
、

自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部
友

の
会
会
長
の
要
職
も
務
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

学
校
保
健
功
労
者
と
し
て
県
教
育

功
労
等
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
伊
東
窓

一
さ
ん
は
、
昭
和

μ
年
以
来
持
年
余

の
永
き
に
わ
た
り
、
学
校
医
と
し
て

献
身
的
に
児
並
生
徒
の
健
康
管
理
に

鍔
め
ら
れ
た
と
と
も
に
、

嵐
山
県
学

校
保
健
会
理
事
等
と
し
て
学
校
保
健

の
推
進
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

．， ． 

優
良
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
者
と

し
て
県
教
育
功
労
等
表
彰
を
受
賞
さ

れ
た
笹
川
泉
さ
ん
は
、

wr
成
旧
年
度

第
引
回
全
国
高
等
学
校
限
上
競
技
対

抗
選
手
権
大
会
混
成

・
長
距
離
・

女

子

4
0
0
M
ハ
ー
ド
ル
な
ど
に
お
い

て
優
勝
さ
れ
る
な
ど
、
体
育

・
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
貫
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

官三、

真
佐
樹

麻

美
健
太
郎

洋

忘
か
お
り

靖

明
｜監事fl正郁秀

司
尚

之
の
ぞ
み

か
さ
ね

隣

寿
亮絵釆

官
肌
回
目

理川
底~ 
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式4人成4

ir範次恵龍愛

山同鳥山 1JI qi大 j依111 間 JJ［）大波淡水
平成11年1月15日働

午前10時から

あさひコミュニティホール

「アゼリアj

き

ところ

と笹
川
（
1
名）

国

さ
お
り

泊
1
区
（筒
名
）

やI

し長ち知巨紗 白祥 み真 洋大由宏
のと 由美
ぶ 子 せ子倫織晃勝 7・か 下 一 樹了ー樹

IJI 島音IS 藤王p: 主主村 村 ）~ 易 紛i間渡島

亜
希
子

洋
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朗
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一

雄

樹
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之

田島
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，
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ヒ
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プ
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－
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一
問

一
反
濯
峰
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一
杉

本

寿

樹

一

大

一
田

中

庸

子

一
大

一
坂

口

和
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一

藤

一
小

川

美

香

一

石
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紀
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一・引

ιめ
い

刑

清

3

・

一
－
岬
人

払

方

町

叫

J

U

A

一
一
川
崎

回

る

i

引
、
。
鴨

川

一
一
川
も

・朝
日
士
む
ほ
山
口
駅

1

一
川
て

刊

ι
U

陥

だ

役

川

一
引

以

倒

i
w

’
ほ
れ

憎
い

一
・J
V

、
に
さ
工
引
溜

・

日

り

内

入

R

－

て

f

i
ま

2
ご

一
．

っ

。

よ

甲

車

き

1

へ

．

一
．

載

す

に

力

拡

で

同

課

一
．

が

ま

等

族

問

席

方

習

一
崎

前

き

業

家

訓

出

る

学

一
寸

名

で

就

こ

K
に

れ

涯

0

・
川

に

席

．

、

取

式

さ

生

1

一
川

簿

出

学

で

山

人

望

会

1

一
寸

名

は

就

方

巾

成

希

員

1

一
一

引

に

い

1
の

委

い

一・・・・・・・・・・・・・・・・

究 室正常 嗣 l主里

本野杉枝分離井凹

子草子子彩一

仲
太
郎

さ
わ
子実瞳子乎

陽主 tギー

城111 
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禅
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樹
静

穂
城
太
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友真

述－

i焼

水＊井宇野野村津川

由
香
子

崇

子
篤

美

任｜

広沙 圭 康香臨拓理雄真健

川 井探菅井井

・四

剛 宏帆宏

日
川
l
円
、
制
H
川
消
防
川
秋
李

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
管
内
全

域
に
わ
た
り
巡
同
広
報
や
放
水
訓
練
、

分
州
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
崎
地
区
で
は
旧
宮
崎
小

学
校
グ
ラ
ン
ド
で
地
区
防
災
訓
練
を

実
施
。
通
報
、
避
難
、
初
期
消
火
な

ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
消
防
団
秋
季
表
彰
伝
迷
で

は
、
次
の
方
々
が
い
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

樹織介夫織子也枝矢黍 ー l暁智

.. 



。人をいつくしみ 0人を理解し

このID¥が社会福従ののである．

。人を愛し。人を信ずる0人をいたわり
くらしの情報室

ふくし

社会福祉協議会だより

朝日町社会福祉協説会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す民間社会橿祉

団体です。

朝日町福拙センター内

議611論蹴お）j：：予ら集l¥~j 
宮 83-1100朝日町役場

宮 83-0576

場所

「
広
げ
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

そ
の
や
さ
し
さ
と
そ
の
勇
気
」

ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
を
開
催
｜

山
川
目

H
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
l
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」
で
第

6
刊
朝
U
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

集
い
が
開
依
さ
れ
、
約
4
0
0

人
が
参
加
し
ま
し
た

こ
の
集
い
は
、
旧
川
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
前
品
開
必
凋
川
川
に
あ

わ
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
即
日
解
と
偵
倒
的
な
参

加
を
促
進
す
る
た
め
に
、
平
成

5
作
か
ら
何
年
間
航
し
て
い
ま

す
。会

場
で
は
、
さ
み
さ
と
小
学

校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
や
紙

芝
照
の
椎
の
木
グ
ル
ー
プ
が
、

作
段
取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
治
動
を
発
炎
。
絞
い
て
、

桜
町
mm向
所
の
闘
川
ん
や
民
話

・

踊
り
で
何
磁
苑
、
病
院
な
ど
を

訪
問
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
が

H
ご
ろ
紙
押
し
て

い
る
成
以
を
彼
崩
し
ま
し
た
。

朝
日
町
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

明
H
W川
の
帥
川
口
一
を
次
の
と
お

り
持
印
刷
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

マ
む
誕
姉
（
＋
h

）

打

干

名

マ
調
理
日

2
名
程
度

受
験
資
格

マ
行浦山い州（
トL
）

附
利
位
作
4
川
2
H
以
降
に

午
．
ま
れ
た
人
で
、
中
I
t
峨
品
川
店
を

行
す
る
か
米
年
4
川
ま
で
に
取

得
川凡
込
み
の
人

V
M州
即
日
目

附
如
何
幻
作
4
M川
2
円
以
附
に

生
ま
れ
た
人
で
、
川
州
削
町
川川
の
免

許
を
じ
付
す
る
人

録
用
時
期

平
成
川
作
4
川

試
験
の
日
・
場
所

l
川
巾
旬
制
門
町
役
場

受
付
期
間

平
成
同
年
目
川

l
H刈
か

ら
ロ
川
辺
日

ωま
で
役
以
総

務
課
で
受
付
け
ま
す
。
詳
し
く

は
総
務
部
人
事
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
｜

事
集
人
員

l
u刊

応
募
資
絡

町
附
に
仙
む
お
お
む
ね
持
政

ま
で
の
タ
性
で、山
MM

通
内
勤
ぃ
阜

の
迎
師
閣
が
で
き
、
家
引
・

介

護

・
相
談
・
助
一バの
能
力
を
行

す
る
人

雇
用
時
期

平
成
け
年
4
川

試
験
日

・
湯
所

l
月
巾
旬
朝
円
町
役
場

受
付
期
間

ロ
円
辺

n
ωま
で
役
場
総

務
却
で
受
付
け
ま
す
。
中
込
H

川

は
総
務
泌
人
情
・係
に
あ
り
ま

す
。

mし
く
は
総
務
泌
人
引
係

（会
役
場
内
線
2
1
5
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
県
政
モ
ニ
タ
ー

富
山
県
で
は
、
県
政
に
対
す

る
ご
意
見
や
ご
要
望
を
、
広
く

県
民
の
管
さ
ん
か
ら
お
聞
き
す

る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
酷
職
務

県
政
に
閲

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
符
し
て

い
た
だ
く
ほ
か
、
県
政
全
般
に

わ
た
っ
て
建
設
的
な
立
見
・要
望

を
挺
J
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

務
集
人
員
・
任
期

1
0
0

名

・
2
年
間
（
ポ
成

H
年
4
川

か
ら
）

応
勇
資
格

以
内
に
店
向
す
る

尚
初
成
以
上
で
、
県
政
に
関
心

を
お
持
ち
の
方
。
た
だ
し
、
公

聴
選
挙
法
に
よ
る
公
純
白
、
公

あり埼玉ヒう
もあたたがい忘ω朝日目I醤懲銀行

(10月11日～11月10日）
O悦｜｜町中央政11.6tlfl:i$さんから

r~~mフ ェアー遊休111111の必 l；金
10,3801『l

O二紀会ボランティアグループ
さんから悩枇の／，Ii
Iハーティのl[[J必上金

20,000円
o~段フェアー遊休1'11'1UU先町峨
Hコーナーさんから

55,000円
O朝H町自転rli創作さんからリ

サイク Jレ白紙 •Ii~·己 I:念

50,000門
大久保中秋さんから

10ρOOITI 

墾理
求人厳格 年院

鋼 3i 性 砿業t車問 採用 貸借正 ま蛾
話号 Ill、（＞ 1・fl 制 fホ 8 人獄 免 Eヰ 害事

技 術 省 及 び 22才～ 180.000～ 
見

制．向山 高卒以上｛電気科）
2 筏 術 省 晃 習 40才 260.000 自祝1章11カレンダーによるJ 宙通自動車免許

2 20才～ 260.000『 朝．蔵量F
長鐙灘遺伝手

50才 350.000 
9l 2 宙通自動車免併

日IR.土蝿2回

3 20才～ 162.000～ 
男女

紛笹川
不問土木作 JI'! 慣

60;/ 280.600 5 
自他1草司Eレン7ーによる

4 
25才』

120.960 
期桜町

縫 製 工 45才 女 平悶
自慢ll'!体8力ンンター

5 』＆・孟 4ホ b押－員偶i206才0～才 180.000～ ー司自町地内

200.000 
女 5 末悶

目、舞2 ・ 4主•B

sl可制平l'¥1;)130:?- 150.000～ 
司E

·~泊
本間

の唄負鋤芋 :10..t 170.000 自綬．土II目半日

7 選僧 助手： 455才5～才Isso～700 甥．後旬
女 平間tパー ト ｝ ｛防局鎗｝ 8~ E曹Z〆ンター正4る

手』
福牢
岡奉
目J1・士

会団
流
Z玄

n
u
t
J
つJV
l
l
川
川
川
吋

1
1

ド
一
コ

1

・

’l
，I
n
t
i－
－

vnい
ド
制
H

J
ん

t
r
a
i

t
仲
奉
仕
川
引
中
引
が
訪
れ
、
捌
日

町
の
が
仕
凶
と
交
派
会
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、一
川
阿
川
か

ら
の
波
山
川
で
災
施
。
お
町
い
の

概
要
を
説
明
し
た
後
、

吋
出
動
の

進
め
方
、
こ
れ
か
ら
奉
仕
問
の

活
動
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど

の
必
凡
交
般
を
泌
し
、
ト
引
ぷ
設

な
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

平成10年12月分
ホット求人情報務

此
仏
以
び
過
去
2
作
以
内
に
県

政
モ
ニ
タ
ー
で
あ
っ
た
刀
は
除

き
ま
す
。

応
募
方
法
・
応
募
先

は
が
き

に
ド
記
の
記
入
例
の
必
制
で
ご

泌
募
く
だ
さ
い
。

職
業
区
分

①
山
林

・
漁
業
②

他
必

・
制
両
店
業
③
サ
ー
ビ
ス
・

山
山
業
④
七
州
⑤
燃
職

締
切
り

平
成
川
年
2
月
1
H

（当
ハ
消
印
併
効
）

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
広
慨
諜

（宮

0
7
6
4
1
判

13
1
3
3）

O依田I

窃たたかω＠己~~Q)を

？密~~］ lb
＝＠家たす防窃ω震WJ=

今
年
・
も
印
川
！
日
か
ら
引

日
ま
で
の
則
川
『
地
域
で
さ
さ

え
あ
う
あ
っ
た
か
い
お
正
月
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
成
ト
本
た
す

福
祉
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

表
彫
者

第
灯
岡
高
山
県
社
会
縞
祉
大

会
及
び
市
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
集
い
で
、
制
か
ら
次
の
万
々

が
ぶ
mw
－
感
測
の
栄
N
・
げ
を
受
け

ら
れ
ま
し
た

O
富
山
県
社
会
福
祉
大
会

－M
山
県
知
明
感
謝
状
（
氷
年
勤

続
民
生
A
M
U児
河
川
委
U
の
泌
）

ト
．
川
広
川
（
尚
山
）

930・8501
企富墨
画山部
部県宝
広庁警

3言
行昔

国

盤

崩
ふ
リ
d
u
s

民

畠
z
g
R臼

－u
－－ 

国喜事

事の県政1宮; 君事富モ鍵 警* ” z県主， 

け
あ
い
迎
刑
判
が
行
わ
れ
ま
す
。

併
さ
ん
か
ら
お
河
川
せ
い
た
だ

い
た
「
愛
の
袋
』
必
金
は
、
思

ま
れ
な
い
家
出
や
－
M
た
き
り
芭

入
、
市
aM心
身
仰
山
口
行
、
以
則

入
院
庁
、
制
川
悦
仰
投
入
所
行
な

ど
に
お
い
て
、
お
けん
舞
金
と
し

て
お
周
け
し
ま
す
。

「愛
の
袋
」
引
金
の
取
り
倣

い
は
、
判
中
E

民
生
委
日
則
前
愛

日
ま
た
は
川
内
会
長
さ
ん
に
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。

情
さ
ん
の
あ
っ
た
か
い
思
い

や
り
の
気
持
ち
を

「
愛
の
袋
』

に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
昨
作
杵
さ
ん
か
ら
お

得
せ
い
た
だ
い
た
「
愛
の
袋
」

持
金
1
9
！
万
4
3
7
8円
に

川
か
ら
い
丸
山
合
1
1
3バ
4
0

0
0川
、
川
山
内
川
品
川
以
行
よ
り
7

．ん
2
9
5
3川
を
川
え
た
3
1

2
．力
1
3
3
1
刊
を
、

μ則
人

一
院
行
5
5
4
U引
の
万
々
に
お

μ

一
”
を
お
叩
け
し
ま
し
た
。

日
山
県
社
会
制
批
協
同州会
会
H
H

炎
彩
（社
会
川
社
他
ぷ
聞
係
行

功
労
者
の
部
）

内
川
寄
代
子
（
明
野
）
、

長
井
隆

子
（
綿
一
川
）
、
双
川
初
予
（
出
下
町
）

日
山
県
共
同
募
金
会
会
民
感
謝

状
（
篤
い
じ
ゅ
寄
付
行
の
郎
）

広
川
松
f
（路
間
）

O
富
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
前
動
挑
巡
日
山

以
民
会
議
会
民
炎
mw

プ
チ
コ
の
会
（
代
炎
ト
八
が
い
仏
兵
）

会 flit人情稽一覧表lbご利用＜ r~cい．
合くわしいことi革、魚湯公共．掻安定所剣自分室 tr82-0198へお問い合わせください．

固
回
目

国
民
年
金
事
業

優
良
団
体
等
表
彰

こ
の
ほ
ど
、
平
成
川
年
度
国

民
年
令
官
e

淀
川
関
以
同
休
明
ザ
の
表

彩
式
が
、

山
山
以
以
会
問
に
お

い
て
行
わ
れ
、

川川
H
川
か
ら
は

川
以
年
令
委

U
の
5
0引
の
方
々

が
H
夜
間
V
を
受
口
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
知
恵
表
影

伊
線
市
川
氏

富
山
県
国
民
年
金
委
員
協
誠
会

連
合
会
長
表
即
応

刷
川
火
山
氏
、
大
和
波
氏
、

篠
川
仁
佐
必
氏
、

門
的
基
司
氏、

な
お
、
朝
日
町
も
国
民
年
金
事

業
の
実
績
が
認
め
ら
れ
て
、
社

会
保
険
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

問
民
年
金
加
入
中
に
納
め
た

保
険
料
は
年
ぷ
澗
施
や
縦
定
巾

告
を
す
る
叫
に
、
AK
制
限
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

.. 属国・



くらしの情報室tioo ’一自viin<Jlllf or 
宮 83-1100朝日町役場

12/1～12/31 
・世界人権宣雷
．人権雛麗聾員制度

50周年記念月間

考えようあなたの人権

わたしの人権

今
年
は
、
何
回
汁
人
権
行
．
J
が

川
述
で
同
体
制
抗
さ
れ
て
印
川
作

に
あ
た
り
、
ロ
ハ
l
け
か
ら

引
刊
は
人
俗
械
議
愛
日
制
度

邸
周
年
記
念
川
聞
で
す
。

村
山
口
の
生
活
の
巾
で
お
悶
り

の
こ
と
や
悩
み
ご
と
が
あ
る
場

合
は
、
富
山
地
方
法
務
局
魚
津

支
局
（
8
2

・0
4
6
1）
ま
た

は
、
お
近
く
の
人
権
凶
擁
護
委
員

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

な
お
、
朝
日
町
の
人
機
械
護

委
員
は
次
の
万
々
で
す
。

者
刷
版
俊
雄
（
g
m

』

2
0
5
1）

河
内
啓
（
会
位
’

2
4
8
6）

新
田
訓
（
g
m
a
1
6
3
1）

上
杉
正
雄
｛
合
的
ω
’1
6
8
2）

再
生
晶
（リ
サ
イ
ク
ル
晶
）を

買
い
ま
し
ょ
う

割
引
、
多
く
の
川
佐
川
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
需
嬰
が
少
な
い
の
が
実
情
で

す
。
こ
れ
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
の

輸
が
広
が
り
ま
せ
ん
。

同
じ
物
を
口
う
な
ら
、

．内
生

品
を
凶
H
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
円
作
品
を
使
う
こ
と
も
立

派
な
ご
み
減
悦
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。
（
両
生
品
に
は
限
岐
に
や

さ
し
い
エ
コ
マ

l
ク
が
、
古
紙

を
利
用
し
た
尚
u
聞
に
は
グ
リ
ー

ン
マ

l
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
）

’
C
L
Z
寸

タ

h
司

d

円

a
qu
p
阿

4m

ζ
渦
切
ら

罰

法

網

司

』②

吋
，

v
p
hd

x

・f
L
a
町

、

円

4
a

，酌H

・

4
i
t
R

i

d

－、

消
息
助
伯
仲
mm
愚
ヨ
ド
ル
ザ
」
幼
闘
世
μ
多砧

ー
は
月
日
円
か
ら
実
施
本
部
を
設
也
｜

O
除
宙
時
間

一
ま
す
。
紋
陣
な
ど
で
や
む
を

ω

制
官
状
況
に
よ
り
巡
筑
行
い

－
な
い
州
場
合
は
、
必
勝
等
で
点
制

ま
す
が
、
通
勤
通
MV
に
合
わ
せ
、
を
ぷ
一ぶ
し
、
迎
転
省
に
述
絡
で

早
期
除
m
喝
を
虫
点
に
行
い
ま
き
る
よ
う
に
メ
モ
な
ど
を
凶
い

す
。

て

く

だ

さ

い

。

O
事
故
防
止
の
た
め
に
楳
滞
を

O
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

除
雪
車
に

よ

る

被

筈

を

受

け

除

雪
作
業
は
大
型
機
械
で
行

や
す
い
沿
道
の
物
件
（
楠
木
、
う
た
め
危
険
で
す
。
作
業
範
図

堀
燐
等
）
に
は
、

亦
布
を
付
け
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

た
サ
オ
な
ど
の
紋
泌
を
設
け
て
い
。

く
だ
さ
い
。

O
お
騒
が
せ
し
ま
す

O
山崎

t
駐

車

は

や

め

て

し

人
相
機
械
を
使
川
す
る
た

山
下
の
路
k
恥
い
巾
は
、
除
mj作
め
、
沿
迫
の
符
さ
ん
に
は
い
制

淡
を
M
削
げ
る
ば
か
り
か
、
除
ー
ー
か
ら
騒
音
や
桜
動
で
ご
迷
惑
を

市
引
が
衝
突
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
特
赦
く

2．

「参
加
」
と
『
参
両
」。「
参

企

剛
山
鵠

州
」
っ
て
何
・
っ
と
、
思
わ
れ
る

問
一
酬

方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

共

S

う
か
。

ゆ泊

｛参
一
幽
」
に
は
、
「
H

以
初
か

仙

ら
円
以
後
ま
で
計
岡
、
笑
行
に
携

ト

わ
り
、
か
っ
、
貨
任
も
あ
る
参

川

加
」
と
い
う
慾
昧
が
あ
り
ま
す
。

，
，
・

た
と
え
ば
、
イ
ベ
ン
ト
を
見

に
行
く
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を

山
分
の
F
で
作
り
あ
げ
る
こ
と

も
、
参
両
の
ひ
と
つ
で
す
。

さ
て
、
「
柑
の
．
卜
の
力
持
ち
」

と
い
う
J
必
に
、
だ
れ
を
辿
必

さ
れ
ま
す
か
。

家
山
胞
で
は
、
お
川
り
さ
ん
。
地

域
に
お
い
て
は
、
役
目
の
妥
や

議
員
の
張
。
そ
し
て
、
職
以
で

は
、
働
く
女
性
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
「
縁

の
ド
の
力
持
ち
」
の
担
い
手
は

久
性
の
方
に
片
待
っ
て
い
る
よ

く〉ム

う
で
す
。

「縁
の
下
の
力
持
ち
」
は
、
だ

れ
か
が
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

す
。し

か
し
、
そ
れ
が
火
性
ば
か

り
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

「男
－K
共
同
参
画
」
の
「
共
同
」

と
い
う
ん
X
ネ
に
は
、
児
性
も
タ

掛川も川
γ
相

r
J
に
、
行
々
が
そ
の
伺

性
と
能
h
H
を
十
分
に
沌
州
し
A
N

い
な
が
ら
共
に
生
き
る
、
と
い

う
な
叫
怖
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。で

す
か
ら
、
火
性
が
児
性
の

代
わ
り
に
、
あ
る
い
は
、
別
性

が
女
性
の
代
わ
り
に
何
か
を
す

る
と
か
、
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
共
同
参
画
」
は
、
師
向
性
も
－K

性
も
お
瓦
い
の
能
h
M
を
認
め
合

だ
さ
い
。

O
生
活
泊
は
み
ん
な
で

州
掛
川
前
内
辺
怖
の
除
．
1
は
、
地

域
ぐ
る
み
の
パ
川
除
．
勺
を
お
刷

い
し
ま
す
（
小
引
除
4
7
1

機
械
を

口
し
山
し
ま
す
）
。
ま
た
、
水

路
や
流
宮
間
へ
投
－
ー
す
る
財
合

は
、
下
流
で
の
溢
水
に
ご
法
怠

く
だ
さ
い
。

O
除
蛍
に
閲
す
る
ご
要
望
は
町

内
会
長
を
通
じ
て
左
記
へ

〈
同
道
〉
建
設
省
黒
部
同
道
維

持
出
様
所
（
怨
位
。

1
7
1
4
）

〈県
道
〉
白
山
県
入
持
上
本
事

務
所
（
宮

η
’
ー
1
3
3）

〈川
辺
〉
明
日
町
役
場
巡
防
除

．1
本
部
（
8
m
l
1
1
0
0）

時
間
外
（
g
m
’
1
3
2
2）

ー・

‘ぃ、その能力を家出や職期、

そして、地域において生か

されるように労力し、歩ん

でいζうというものです。

パートナーのやさしさと

思いやりが共同参闘につな

がります。

いまこそ、パートナー同

よ、お互いの個性をもう一

度見つめ附してみません

AM 

AYけまでいん過ごしてきた

川かを、はつけられるかも

しれません。

すると、行々の似肝や行

動純州も広がり、また、こ

れまでとは少し見なる新し

い社会が見え始めるのでは

ないでしょうか。

そんな社会に、もっと出

てみませんか。

災男・。そしては女も。A’

生活必需昂価格
'J＇乙

11月分憎fl5U,IJ!.在側倉｝ 単位； f'I

品 名
平 均価 格

I I月 前月比 前年同月比

ti ソ ') ン

{-i wゎ·~ I e) 
112 。 ー2

泊l まf i11l 

製 ｛同己述18t) 
992 +13 一76

li/1 p ガ ス

<Sm・） 3.704 +200 品 131

日
f/ ，~；川洗剤l

212 。
('i哨：洗剤600mtl

-3 

m ティッシュベーパー
(400.fJ(人X5納入り｝

655 。 +79 

M 
トイレ ツトベーパー

435 
（峨紙ロール4例制l)

。 +18 

n J電 、/ 

( ~守illll1i'16 伐人り｝
178 。 。

加］ マー ガ リ ー/ 

1450g I flil 
283 。

工しよう idl
532 。 -51 

( 1.8 tベットボトル人り｝

fi 
サ :, ノ グ ill! 
( ;f.リ抑制700g人り｝

416 +58 ム l10 

{.¥ 
と う 』、

｛むめん 1n 108 。 +5 

手L
( 1 tパック人り｝

258 。 +20 

1均
399 

｛ロースIOOgl
+8 -43 

Mt l勾
237 

｛ロース100g) 
。 -8 

lfl 。IJ
210 

島下 (Lサイズl0例｝
。 。

ね f:! 
(;"iilll/11'1 I kg) 

202 -45 +37 

~ I! t~ L、し よ
m泌 ，＇，！，1 kg) 

208 -49 +7 

キ ヤ ’‘t ツ
M ll~· ilil 1'11'1 I kgl 

369 +161 -103 

ーー ン ジ ::.-
ll"i・illlM l匂｝

358 -9 + 134 

ごみ総鱗出血対比 ｛単位：トン）

｜・H6. H9 0 H10I 

6001 535 
s。0
4。。
3唱。

I 2泊。
l，。。
I O 

資源回収総畳対比 （単位：トン｝

｜・H7. H9口H10I
12 

10 

11 

9 

町の工事発注状況 （500万円以上）
このコーナーは薗Iが入札したむのを掲寂しています <H 10.10 I～10 31> 

工。•JI r, u瞳尭 完成予定 d負孟111 J! r. r. ... !I 
···；·.~11iづ＜ 9 －~% 

沼~ IOlf.12月 i.854飢悶 (I匂アラカワ I! .:1 .1 町iQi/IN1I’？成liif·•t;Al!置［1'

備II町~l~ft:l'ln 常事町u
浜草野 l l!f. 3月 114.450.00。(W iAi怯輔i

F＊追認F事幹書官な事2io1::i~・l毘誼幅ll!J ~t F者支店

帽II町1!!1.H.O事E9JI. ／；.軍II"F
音色~賢 I l年 3R 88.i25.000 

j(r('HJ!.:'i（’1J 
ト＊追認本計臨1"11軍 1331)1H•ln時恒塁王事 i；~ 111 将来所

帽H町公J＼ ~,j追n 革開k寧店F
清水町 11 lf 3月 55.650.000 阪Jt-~ .劇的 ド本辺a

*lllm軍部129lltib•llllllMU事

企
図

正
し
く
使
お
う
石
油
ス
ト
ー
ブ

こ
れ
か
ら
は
火
災
の
起
き
や

す
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ス
ト
ー

ブ
の
使
用
に
は
十
分
注
怠
し
て

く
だ
さ
い
。

－
使
用
前
に
点
検
輪
車
備
の
実
施
。

．
火
を
消
さ
な
い
で
給
油
し
な

．
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
ふ

た
は
、
し
っ
か
り
締
め
る
。

．
ス
ト
ー
ブ
の
し
し
に
洗
掛
物
を

「
さ
な
い
。

・
点
火
後
、
炎
の
刊
刑
務
を
般
泌

す
る
。

－
給
油
は
灯
油
で
あ
る
こ
と
を

確
か
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝

p
h

除、
。

ふ
匂

ew

製造業者の皆横へ ～統計調査にご協力ください～
12月31日現在で、次の統計調査が同時に行われます。

砂平成10年工祭統計調査…・……－－製造事業所の実態調査

砂平成 1 0~手有油等消費機造統計調査…従業員30人以上の製造事業

の石油等の消費災1患を調査

※今年12月から来年1月にかげて調査員がお伺いします。なお、調査

察に記入していただいた内容については、秘密が厳守されますので、

正確なご記入をお願いします 通商産業省・富山県・朝日町

・園

10月分

（
一
般
書
）

グ
ラ
ン
ド
フ
ァ

l
ザ
l

T
－
ブ
ラ
ウ
ン
・
ジ
斗
ニ
ア

ホ
ル
モ
ン

・
ク
ラ
イ
シ
ス

山
川
路
純

一

逆
襲
す
る
パ
イ
倒
た
ち三

瀬
勝
利

勝

限

必

成

勝

同

郎

新

也

ハ
ヤ
タ
と
し
て
、
ハ
メ
と
し
て

l
A
U
P

ゐ
民
国

川
J
a
M
M

池辺

少
チ
同
船
時
代
の
悦
Aa
・
年
金

入

門

山

崎

久

以

一
快
は
制
い

一
一
什
は
以
い

州脚本出掛

一

野

菜

波

倣

山

野

洲

・

一－

H
同
年
海
外
協
力
隊
の
正
体

吉
岡
逸
夫

母
と
神
崎
川
五
嶋
節
物
語

奥
田
昭
則

特
上
の
人
生

竹

村

健

一

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
迫
骨
木
奈
緒

「
も
の
の
け
姫
」
は
こ
う
し
て

生

ま

れ

た

納

谷

年

良

パ
パ
、
助
け
て
く
れ
、
助
け
て

く

凡

が

也

戸

也

・4

4・r
β
｛

と
や
ま
の
ス
ー
パ
ー
錨
S
P
E

c－
A
し

C
A
P刊

朝
日
町
立
中
央
図
寄
館

｛

2
m
l
0
5
7
4）

 

新
し
い
本

10月分

H
本
の
心
機
械
バ
よ
し
こ

パ
パ
、
ゃ
っ
た
よ
似
川
総
彦

・
必
f
火
災
「
ふ
た
り
の
白
叙

伝

」

根

岸

康

雄

（
小
説
）

怒
踏
の
ひ
じ
の
家

J

－
デ
ィ
ク
ス
ン
・
カ
l

ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー

辻

「

い成

犬
の
人
生

M
－
ス
ト
ラ
ン
ド

供
仔
行
（
上
下）

0
・
ク
l
ン
ツ

新
耐
熱
胤
ど
か
ど
か
川縦

約

減

ブ
リ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ヨ
｜
ン
ズ
の

J
記H

－
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
イ
ン
グ

病
む
川

峨

川

忠

頬
っ
ぺ
た
落
と
し
う
、
う
ま

い

！

嵐

山

光

三
郎

本
の
紹
介

『独
楽
抄
』

自
洲
正
子

な
島
市

起
を
迎
び
、
五
般
を
働
か
せ
、

心
に
し
み
て

「本
物
』
を
知
る
。

”愛
附
“
と
”
時
間
“
を
惜
し
ん

だ
の
で
は
、

州
も
日比
え
て
こ
な

い
。
絶
え
ず
削
例
制
主
義
を
口
い

た
以
刊
行
が
説
く
「
人
・
物
・
市
」

の
本
質
。

国国’



品
切圏

直くらしの情報室lliivi11g1 ll11f，むS町四tii1むIll

宮 83-1100朝日町役場

健康インフオメーシヨン
問合せ：保健センター

愛

の

献

血

ご
協
力

あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
許
名
（
山
川
実
随
分
、

食
印
は
制
叫
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は

m
M献
血
行
）

場
地
区
A
M

－－向
山
川
、
※
旬
以
ぷ

秋
、
※
中小品
川叫川口、

水品川明川わし

作
、
水
山
口
利一

f

宮
崎
地
区

A
M
米
作
広
口
、
※
じ
川
本
妹
夫
、

※
竹
佐
川
俊
範
、
※
川
勝
山
問
、

※
ぃ山
川
泌
さ
ち
え

笹
川
地
区

折位
行
光
平

泊
地
区
A
H
h
川
川

一

俊
、
ム
M
L
入
村
年
利
、
会
川
村
知
日

明
、
ム
M
水
野
治
．． 

、
会
野
円
必

卒
、
※
州
出
弘
子
、
※
柳
下
得

一
、
※
荒
尾
ヤ
ス
了
、
※
大
谷

和
哉
、
※
寺
崎
昭
彦
、
※
平
版

協
叩
司
、
※
柏
木
正
則
、
※
d
r
坂

日目美
、
※
山
崎
明
子
、
※
倒
木

一
恒
志
、
※
何
本
「
ト
．
、
貝
出
一
勺

ιJ
、
水
島
綾
チ
、
附
出
兵
大
、

岡
本
一
少
、
右
ハ
弥
吉
、
笠
間

和
久
、
間
本
邦
広
、
赤
川
総
子
、

小
林
省
一子

五
箇
所
地
区
食
沢

川大汗、※迫川口弘、※大

口安芸子、※小女述万紀f、
※山手啓、※草山文犬、篠

川祥子、平野沙央川県、大野

絵美、一問削附時春、大久保幸

子商保地区食大森怖彩、

12月の脅種相談
〈相談は無料です〉

1（火日） 
心配ごと相談

13:00～16:00 制祉センター

~木日） 

交通事故巡回相談

10:00-1 5:00 魚津総合斤禽

~月日） 

裁判所出張調停相談

10：・30～15:00 制祉センター

~火日） 

心配ご、と相談・家庭児童相談

13：・00～16:00 制批センター

9体自） 
社会保険出張相談

10:00～15:00 役脳会議五

1~火）日
心配ご．と相談・行政相談

税務相談・人権相談

13:00～l 6:00 悩tJI；センター

2~月）目 社会保険出張相談

10:00～J 5:00 役崎会議’ボ

2~火）日 ｛，＇酉Eご、とキ目~.炎
13:00～16:00 制l:1Lセンター

春
菊
と
な
め
こ
也

り
e

里
芋
の
海
苔
和
え

l人分勺りエネルギー

25kcal 

A
q
内
／
』

川
〆
u

vv
じ

い

り

々
C

丸
、
ド
」

大
ト
八
先
、L

T八

仙

m
nノ

汁

う

絞

l
u

よ．ス

昧
だ
し
ユ

下

f
i－
－
、

、思袋コ枚守
山山lq｜少

内4・Jq

－ル品川

こ一海
菊め下き

存な虫焼胤

事 業 名 月 H ~ 場
（対象者等） 受付 1時間

機能訓練 12) J 1511 （火）
保健センター

（）脳学中後足lfil'.li) 13:00～13:30 

心の健康相談 12J J 71 I ・ 21円（予町 L、ずれも(JI) 新川保健所
けもしますc(n52・1224) 13:00～ 14.。。
痴ほう性老人の相談ち受けます

子育て教室 12) J 1811 （金）
保健センター（生後l～2か月の赤ちゃん ） 13：‘30～I 3:40 

とお母さん ※ 

子育てサークル I 2J 1911 （ノlく）
保健センター

（保育所入所前の乳幼児とその家依※） 9:30～I I: 30 

3か月児健診・脱臼憤診 12JJ2211（火）
保健センター

(I O年9月生まれ ※） 13.00～13:30 

4・5か月児健診 12) J 1511 （火）
保健センター

(10年7月生まれ ※） 9・30～ 10:00

1歳児健診 12JJ 111（火）
保健センター

(9年10灯 ・lIR生まれ※） 9:30～l o:oo 

3歳児健診 l 2J 11711 （本）
保健センター

(7年8月・9丹生まれ ※） 13:00～ 13・：30

育児相談 12JJ 1611(1k) 
保健センター（相談希~者 ※） 9:30～l I :30 

※母子手帳持参ft83-3309 

。健康体練教室及び健康相談（いずれも希望者）~手、 12月4臼、 1 1 白、 1 8目、

25日（~、ずれも金縫目）午前9跨30分から保健センターで、老人福祉セン

ターでの健級相談は12月1目、88、15目、22日仏、ずれも火S注目｝午後1
日号30分力、ら、 12月16日（氷眼目）は塁総集活センターでも行っています。

。栄察相絞は第2金縫巳午前9時30分から保健センターで行っています。

-r写真で見る朝臼釘のうつ
りかわりlより

※
川
合
純
次
、
※
以
川
口
、
※

ト
八
森
段
、
※
水
川
必
川
、
※
行

い
山
次
、
心

mm州
側
、
み
川
裕

也

山
崎
地
区
食
水
野
笠
美

子
、
※
大
森
純
子
、
※
小
杉
沼

州
問
、
※
稲
山
判
似
て
※
九
忠
正
忽
、

※
久
保
岡
山
付
，f
、
稲
前
理
忠
子
、

－卜
ぷ
め
ぐ
み
、
消
水
利
佳

大

家
庄
地
区
A
H
隊
問
信
治
、
※
山

本
奈
緒
子
、
※
古
問
朗
、
※
水

野
点
也
、
※
小
川
洋
道
、
※
住

古
真
正
、
※
井
口

一
美
、
※
…
旅

田
敬
子
、
※
清
水
俊
否
、
大
久

保
wm炎
、
阪
本
時
子
、
合
附
め

ぐ
み
、
前
ル
小
絵
虫
（
以
上
打
名
）

成
ぃ
水
の
特
別
作
成
の
サ

イ
レ
ン
を
次
の
と
お
り
的

ら
し
ま
す
。
火
災
と
問
巡

え
な
い
よ
う
に
ご
出
な
く

だ
さ
い
。

日
時

ロ
門
部
円
山
か
ら

ロ
月
引
日
附
ま
で
の

4
u

閥
、
そ
れ
ぞ
れ
午
前

7
時

と
午
後
9
時
の

l
H2
回

欧
鴫
方
法

印
秒
吹
嶋
の

あ
と
5
秒
の
休
み
の
断
続

3
回

①がう忘れま来のl税いところを除いてゆでる。
ノkに取り消ノドで子 ltl・ く冷まし、十民71；をそろ
えてノド~（をしぼり 2七ンチに切りそろえる。

②なめζは沸Jl（~尚に入れて 1 0秒ほどゆで、ざ
るに l：げて冷ます。

③＇I!. 'i'ミは伎をむいて小さめに切る。時1A一つま
みを｝Jllえた11<から入れて柔らかくゆで、ざ
るに ｜：げて冷ます。

④ボールに 1;1味の材料を....わせる。いただく
5分1Jliくらいに作錦、なめこ、 llJ.苧を入れ
て平IIえ、 I味をなじませておく 。

信沼3のnを11時く切り、 rf1j衿ーを純IIかくちぎって
JJUえi民ぜ、加に織る。

10月1日から

最低賃金改正

5,031円

629円

詳しくは富山労働基準局
へお問い合わせください。

日額

時間給

物療事故

150 
(185) 

（国；~

交通事故発生状況調
10月末現在 （ ）内は前年同月比

62 
(52) 

身 事

死省。
(3) 

0 
(0) 

人

件主主

入善警察署 I131 
管 内 1(141)

51 
(44) 

休日救急診療当番医務管理～午後間
12月 6日 （日） 橘 医院 n82-0791 
12周 13日 （日） 申川医院 n82-0120 
12周20日（目） 掘東病院 n83-2299 
12月23目 （7.J<) 松宮医院 n82-0051 
12月27日 （目） 丸川病院 宮 83-3391
12月29日（火） 寺 崎医 院 合 82-1118
12月30日（7.J<) 由川医院 宮 82-0120
12月31日 （木） 板東病院 n83-2299 

ガソリンスタンド休日当番店

12月 6日目 浜岡商店 n82-0578 

12月13日目 中央農協 H83-1135 

12月20日目 朝 日 石油 n82-0661 

12月23目。ω 全店営業

12月27日田） 全店営業

年末年始のごみ・し尿
区 分 イ9~ イ鍬 イ1休

可／イ樹h

~冊 JtCAO ~(7同，，...合軍司

ー戸 燃やせるもの 。 。 休み ｛本み 。 。 。、・ー
み
収
集 燃やせないもの 。 。 ｛本み ｛本み 。 。 。

個人
燃やせるもの

f本み ｛本み ※ ※ ※ ※ ※ 

持ち
（東部活婦センター）

燃やせないもの
込 ※ ※ f木み ｛本み ※ ※ ※ 
み （宮沢清婦センター）

し尿収集
会 てZ

f本み 1本み イ木み 休み
{;:[ 

営業 営業 営業

注） 1.0Eflは収集日であり、収集地区は平常通り行います。

2※~flは多2置にごみが出た場合、直銀各センターへ鰐ち込みしてください。

．翠置

羽田町

第2・雲海4土織田は外来休診（試行）です。
君事患は夜間ー休日を悶わず、24日寺悶いつでも受付けします。 n83-1160あさひ総合病院

診療時闘／午後7日号～午後11時
ft54-0731 

吉会綴 目／回総日 祝日
所在地／娯都市消防符向側新川地区休日夜間急患医療センター置翠．



広報係では、あなたの回りの身近な話題を侍っています（ft83-1100

ーなないろKA Nで県こども美術祭一

1
．
川

，
け
か
ら
八
川
ま
で
、
山

慌
た
ち
の
絵
州
作
品
を
集
め
た
県
こ

ど
も
夫
術
的
取
が
、
な
な
い
ろ

K
A
N

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

美
術
祭
に
は
例
日
、
山
部
な
ど
の

小
学
校
と
保
育
所
か
ら
パ

U
一一
卜
一

点
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
や
ブ
ラ
ジ
ル

な
ど
．
・
・1
カ
い
川
の

f
供
た
ち
の
絵
州

内
卜
門
以
a旬以・
4
0
辿
川
応
酬
川
以
や
助

物
、
ぷ
人
の
劇
な
ど
、
子
山
た
ち
の

感
性
的
か
な
作
品
に
、
訪
れ
た
人
た

ち
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

感性豊かな作昂を一堂に
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t
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t
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lりl
f守

編川大師（男）脅

坂l1i.iu:q見）ぷ

f: 
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問（次）信

市rnm倒（出）生

越J反凪占（久：）~ 

大輔（見）

食10月届出分

おすこ
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l 0/9 

10'10 
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9/28 
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9/30 

心を一つに美しいハーモニー
一朝lII 中学校で第一川合II/I祭 一

統合小学校をつぶさに見学
-PT Aがあさひ野小学校を見学一

lllf 

1・4

十正

J鋭

・1 IJJ~ I戊
民Jj：；志｛以（広） ・. '.1℃ 

盈（タ） ;1：，起t;.山防l

10/12 

10/14 

「
械
を
泊
し
て
み
ん
な
が
心
を
．

つ
に
し
災
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
り

k
げ
よ
う
」
を
テ

l
マ
に
十
‘

川
じ

H
、
朝

H
中
学
校
で
第

一一
川
行
川
祭

が
行
わ
れ
、
セ
徒
た
ち
は
夏
休
み
前

か
ら
糾
問
し
て
き
た
成
栄
を
披
似
し

ま
し
た
。

仲
川
ぷ
減
を
市
川
め
る
と
と
も
に
い
ぷ

引
を
深
め
よ
う
と
今
川
初
め
て
食
州

さ
れ
た
も
の
で
、
科
学
作
の
ク
ラ
ス

ご
と
に
「
犯
を
く
だ
さ
い
』
伊

「旅

h
u
ち
の
川
」
な
ど
卜
．h
山
が
発
火
さ

れ
、
見
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
刊
さ
波

り
ま
し
た
。

こ
の
合
哨
祭
は
授
業
参
観
も
絞
ね

て
お
り
、
会
場
に
は
約
川
八
卜
人
の

父
比
わ
以
ま
り
、
作
上
従
た
ち
の
歌
山

を
裂
し
み
ま
し
た

山
崎
小
学
校
と
大
家
仕
小

学
校
が
統
合
さ
れ
、
あ
さ
ひ
野
小
学

米
在
、

校
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

J J 

六
日
、
同
校
の

P
T
Aや
学
校
側
係

青
約
二
十
人
が
建
設
中
の
あ
さ
ひ
町

小
山
下
枚
を
川
学
し
ま
し
た
。

あ
さ
ひ
町
小
学
校
の
じ
則
は
米
作

の・．
川
．． 

卜
．h
け
ま
で
で
、
｜人l
店11
は

H
a－－
－

t
vじい
X

j
巾

nHAく
カ
’
J
h

参
加
行
は
．
t
刷

本
聞
か
ら
人
り、

教
本
や
ラ
ン
チ
ル

ー
ム
、

体
行
航
な
ど
を
入
念
に

μて

州
り
ま
し
た
。

校
介
は
多
日
的
ス
ペ
ー
ス
が
数
多

く
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

ス
ロ
ー

プ
や
ト
イ
レ
な
ど
は
段
だ
が
な
く
、

バ
リ
ア
フ
リ

l
化
さ
れ
、

mm一位
代
と

の
交
流
に
も
配
雌
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
特
さ
ん
は

「出
く
て
明

る
い
校
内
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
と

感
似
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

1
 
1
 

1
 

I :;(Jド

白布

t必

虫色 作

卜WU己

人日＇；＇lllf

lit 

•,:,. 
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ー＋〉
下 1~ (. 

rh 
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竹行克，Jiu-<・)~·i; n災
;:'. ~マ
乙） ~ ,. 

小林）j~.~ （ £.c)

山市・lt.11＇十（山li~I 

r － ~~ 
楽
に
な
っ
た
や
l

ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
｜

仙
川
町
川町
党
附
万
行
協
会
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
川

の
パ
人
が
十

a

ハ
十
八

日
、
．
h
開
店
公
民
飢
で
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
ー

お
年
奇
り
に

H
ご
ろ
の
桜
れ
を
と

っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
地
区
を
巡

川
し
て
い
る
も
の
で
、
間
十
年
近
く

克
胞
さ
れ
て
い
ま
す

「楽
に
な
っ
た
や

l
」
と
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
叉
け
た
押
さ
ん
に
は
ト
八

M

M
M
G

こ
う
し
た
日
動
は
い
つ
ま
で
も

絞
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
今

・調

お
っ
と
い
弓
聞
に
輔
が
来
た

( 

今
年
で
第
十
二
川
を
迎
え
た

「夜

な
べ
ピ

l
チ
ボ

l
ル
大
会
」
が
ト

一

八
十
円

H
午
後
七
時
か
ら
サ
ン
リ

1

ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た

今
や
す
っ
か
り
仙
川
町
の
名
物
と

な
っ
た
こ
の
大
会
に
は
、
町
内
外
か

ら
六

l
チ

l
ム
、
約
下
・
・
川
人
が
山

川
柳
作
チ
ー
ム
と
も
旬
州
ま
で
ト
九

川
行
を
消
化
し
ま
し
た
参
加
し
た

併
さ
ん
は
山
伐
を
倣
し
、
と
こ
と
ん
ピ

ー
チ
ボ

l
ル
を
楽
し
ん
だ
様
子
で
し

、．。

ふ
人

－－－＂＂，回＃品

病
気
を
忘
れ
楽
し
い

l
あ
さ
ひ
総
合
病
院
で

入
院
し
て
い
る
万
々
に
楽
し
く
秋

の
一
一
H
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
十ロ

－－ーー

せわ

附

あ

村

口

ト

深

川

川

嵐

れ

河

谷

松

浪

梅

上

大

中

南

補

佐

角

T
森

引
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一HN

修
，
l
紙
子
樹
乙
』
時
u
f
附

長

範

夫

u
m

R
仰μ

茂

忠

10/17 

10/18 

10/17 

暁

蹴
仙
州

知

脱

出

縦

麻

深

井

村

問

茂

川戊

波

．．．．．． 

日

「ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
」

灯
三
十

一
一け、

あ
さ
ひ
総
合
病
院
で

「
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
」
と
題
し
た
演

ニ

ぷ
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一一

こ
の
日
は
、
制
川
小
川
，
r

ニ

校

の
山火
山川
術
時
助
手
、
ァ

骨

一

ン
ソ

T
オ
ル
ド
レ
ツ

s
z
p

ド
さ
ん
が
ギ
タ
l
の
押
さ

制
り
で
｛
カ
ン
ト
リ
ー
ロ

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
山

．且

な
ど
を
熱
附
し
た
の
を
は

じ
め
、

卜
．
迫
．
ト
の
水
間
秀

縦
さ
ん
が
チ
品
を
披
露
。

会
場
と
な
っ
た
リ
ハ
ピ

リ
酬
に
は
約
八
十
人
の
忠

行
さ
ん
が
決
ま
り
、
山
州
ド
札

や
ケ
ガ
を
忘
れ
、
裂
し
く

判 的

1il; 川

’I 1 Dlf 

十i lllf 

ilf f以
1-Hf以・必

六五m
イ」!Ph'-?

すそ 111 
lit Ill fli 
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河
uv
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η
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氏
V
R
V
Q
U
に
υ
四
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円
／
只
u
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R
V
只
U
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く

郎

山

ナ
h

ト
八
や
乙
J

ゑ
ヨ
．
一一
キ

迫

、鈴

木

ツ
し

U

徳
忠
ハ

Mm
あ

セ

よ

ト

昭

セ

之

’L
V
 

め

川
ハ
合
葉
建
賀
川
勝
下
治
片
井

ご

新

折

稲

恨

加
議

伊

道

鍛
巾
ト
れ．窪．
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1伝学む

⑤
ー
あ
さ
ひ
の
美
術
ー
円
見
町
民
寸
⑬

・1998.12.1

⑫ 

l 996ft:作 木版多色刷86×l62七ンチ

岩井幸子作 (1946年生）

海辺の小屋

重
く
零
れ
下
が
る
黄
土
色
の
唱
の

も
と
、
朽
ち
か
け
た
浜
小
屋
が
三
軒

並
ぶ
。
浜
小
屋
の
向
こ
う
は
H
本
海
、

境
海
岸
の
荒
涼
と
し
た
初
冬
の
風
景

を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

u本
海
に
吹
き
す
さ
ぶ
強
い
北
風

や
波
、

雪
や
一闘
に
も
さ
ら
さ
れ
、
遂

に
は
朽
九
か
け
傾
き
な
が
ら
も
地
面

に
は
い
つ
く
ば
る
よ
う
に
建
つ
浜
小

屈
の
胤
奴
に
感
動
し
て
、
こ
の
作
品

を
制
作
し
た
と
い
う
。
版
幽
な
ら
で

は
の
朴
訓
と
し
た
線
や
、

墨
絵
の
よ

う
な
浪
淡
を
生
か
し
、
人
気
の
な
い

浜
小
出
に
入
品
さ
を
感
じ
、
何
か
無

性
に
懐
か
し
さ
が
こ
み
L
L
げ
て
く
る

作
品
で
あ
る
。
版
州
作
品
と
し
て
は

大
作
で
、
第
，

一十
八
川
U
阪
に
初
人

選
し
た
作
品
で
あ
る
。

版
州
家
山
川
井
上下
f
は
制
川
町
伝
作
。

打
い
附
よ
り
絵
州
を
仙
き
た
い
と
い

う
思
い
が
強
く
、
た
ま
た
ま
聞
か
れ

た
公
民
館
の
消
仰
で
水
地
州
を
学
び
、

さ
ら
に
、

作川
い
（
状
版
州
教
・
一
魚
で
木
版

に
山
会
う
。
れ
分
に
と
っ
て
、
．卜
絵
、

彫
り
、
刷
り
と
一t
段
附
を
か
け
て
竹

上
げ
る
版
州
が
創
作
の
似
通
な
炎
刷

店
法
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
本
相
的

な
創
作
柄
勤
を
始
め
た
。

一
九
八
行
年
以
後
日
本
版
刷
会
に

所
開
。
そ
の
後
、
光
風
会
、

臼
版
と

活
動
の
場
が
広
が
っ
て
い
る
。
光
風

会
で
の
沖
両
家
消
原
市
凡
打
一
と
の
出
会

い
で
、
版
酬
を
絵
画
と
し
て
、
そ
し

て
単
な
る
写
実
で
は
な
く
対
象
か
ら

受
け
る
感
動
を
、
新
し
い
現
代
的
な

色
彩
感
覚
を
操
り
込
ん
で
見
る
人
に

訴
え
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
創
作

を
続
け
て
い
る
。

{) 

( 12月議会日程が決まりました。）

～傍聴してみませんか～

提案理由説明

質疑

・－

ー
拡
大
版
｜

H10 11.1現在｛ ）は前月比

代表 ・一般質問

常任委員会

常任委員会

委員長報告

傍聴についてのお問い合わせは、

議会事務局 （役場内線331）まで。

計16,797（ー15)

討論 ・採決

世帯数5,127(-4) 

12月8日ω

1 1日＠

15日ω
16日ω
18日＠

報＠
室広
寸－
Jsuや

V
平
成
十
年
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
持
さ
ん
に
と

っ
て
今
年
は

ど
ん
な

一
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

園
内
で
は
掛
気
の
低
迷
が
続
き
、
政

府
は
十
五
蔵
以
下
の
子
供
と
六
十
五

蔵
以
上
で
所
得
の
低
い
老
人
に
、
一

律
二
万
円
の
商
品
券
の
配
付
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
批
聞
で
の
評
判
は
今

一
つ
の
よ
う
で
す
が
、

景
気
回
復
に

向
け
た
刺
激
策
に
な
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
V
さ
て
、
今
月
で
ご
紹
介
し

た
よ
う
に
、
関
州
引
け
会
の
引円d
L
U
総

会
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
会

期
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
川
会
に
時
の

経
つ
の
も
忘
れ
、
川
印
刷
に
夢
中
に
な
っ

て
い
る
盗
が
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
巾
に
は

「I
l
数
年
ぶ

り
の
師
会
一
と
い
う
声
も
山
か
れ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、
関
州
朝
日
会
は

近
畿
地
似
で
三
十
番
目
の
富
山
県
人

会
組
織
に
な
る
そ
う
で
す
V
山
々
に

は
初
冠
詞
が
あ
り
、
本
格
的
な
冬
の

訪
れ
も
間
近
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

一
年
も
無
与
に
広
報
を
発
行
で
き
た

こ
と
を
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
新
年
号
の
準
備
に
と
り
か
か
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

の

女8,887(-8) 〔町の人口〕男7,910｛ー7)


